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年
間
の
運
動
総
括
が
、
ま
た
古

名
財
政
部
長
か
ら
は
厳
し
い
分

会
財
政
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
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の
み
な
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し

た
。

清
里
分
会
　
鈴
木
勝
雄

分
会
総
会
・
保
険
証
交
換
会

ろ
う
と
会
場
か
ら
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

林
田
議
長
の
進
行
で
総
会
も

無
事
終
了
し
、
10
時
か
ら
保
険

証
交
換
会
に
移
り
、
各
郡
手
分

け
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
分
会

清
里
分
会
総
会
が
3
月
24
日

（
日
）
午
前
9
時
、
中
清
戸
地

域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

林
田
議
長
の
下
、
伊
藤
康
裕

分
会
長
代
理
の
開
会
宣
言
、
支

部
か
ら
参
加
の
本
島
書
記
が
情

勢
と
支
部
の
2
0
1
2
年
度
運

動
総
括
を
報
告
し
、
2
0
1
3

年
度
の
活
動
重
点
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

鈴
木
副
委
員
長
か
ら
は
、
支

部
役
員
定
年
制
に
つ
い
て
の
状

況
報
告
が
あ
り
、
砂
川
分
会
書

記
長
か
ら
は
、
清
里
分
会
の
一

役
員
改
選
で
は
、
副
分
会
長

に
は
8
群
の
工
藤
重
明
さ
ん
、

教
育
宣
伝
部
長
に
は
6
群
の
石

橋
智
子
さ
ん
の
両
名
が
新
た
に

名
を
連
ね
る
事
と
な
っ
た
。

そ
の
他
専
門
部
は
全
員
が
留

任
と
な
り
、
こ
の
一
年
を
頑
張

10
分
遅
れ
で
始
ま
っ
た
滝
山

分
会
総
会
は
、
組
合
員
、
主
婦

合
計
47
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
度
の
活
動
報

第84回三多摩メーデー

事務所閉鎖のお知らせ

日付：5月1日（水）
会場：井の頭公園 西園
時間：10時式典開始

5月1日、5月3日〜6日まで

支
部
会
館
に
於
い
て
3
月
31

日
、
青
空
分
会
の
分
会
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
十
五
分
遅
れ

で
橋
口
副
分
会
長
の
議
事
進
行

で
始
ま
り
ま
し
た
。

決
算
報
告
で
は
、
昨
年
新
た

に
設
置
し
た
分
会
セ
ン
タ
―
の

家
賃
に
関
し
て
の
報
告
が
あ

り
、
ま
た
、
補
足
と
し
て
川
本

書
記
長
よ
り
詳
し
い
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

今
後
分
会
と
し
て
、
せ
っ
か

く
設
置
し
た
の
だ
か
ら
、
旺
盛

な
セ
ン
タ
ー
利
用
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
分
会
行
動
報

告
（
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含

む
）
を
行
い
ま
し
た
。

財
政
困
難
な
中
で
、
楽
し
い

レ
ク
レ
―
シ
ョ
ン
を
考
え
て
く

れ
た
役
員
の
皆
さ
ん
に
頭
が
下

が
る
思
い
で
す
。

新
役
員
体
制
の
提
案
で
は
、

税
金
対
策
部
に
五
群
の
峯
岸
さ

ん
が
新
分
会
役
員
と
し
て
承
認

さ
れ
、
滞
り
な
く
総
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

分
会
が
抱
え
る
諸
課
題
（
拡

大
・
財
政
・
分
会
セ
ン
タ
―
、

役
員
の
後
継
者
等
）
も
あ
り
ま

す
が
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し
ま

し
ょ
う
！

青
空
分
会
　
廣
野
　
順
子

告
、
決
算
、
2
0
1
3
年
度
の

活
動
方
針
、
予
算
な
ど
提
案
さ

れ
た
議
案
に
対
し
て
、
特
に
目

立
っ
た
質
問
も
な
く
承
認
さ

れ
、
次
年
度
新
役

員
紹
介
・
承
認
で

総
会
を
終
え
ま
し

た
。次

に
保
険
証
交

換
に
移
り
、
各
群

に
別
れ
、
保
険
証

に
誤
り
が
な
い
か

確
認
を
し
終
了
し

ま
し
た
。

桜
の
花
が
ち
ら

ほ
ら
咲
く
3
月
24

日
の
総
会
で
し

た
。滝

山
分
会

山
岸
　
妙
子

去
る
３
月
31
日
、
大
門
町
の

東
久
留
米
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
会
議
室
で
、
北
浅
分
会
の
総

会
が
、
40
人
を
越
え
る
人
の
出

席
で
、
保
険
証
交
換
会
を
兼
ね

て
開
か
れ
た
。

支
部
書
記
か
ら
支
部
定
期
大

会
の
議
案
・
予
算
案
の
提
案
の

あ
と
、
分
会
の
今
年
度
の
活
動

報
告
、
来
年
度
の
方
針
、
会
計

報
告
、
来
年
度
予
算
案
の
提
示

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

今
回
の
総
会
で
は
、
十
年
以

上
分
会
長
を
勤
め
た
五
十
嵐
留

夫
さ
ん
が
支
部
常
任
執
行
委
員

と
な
り
、
分
会
長
に
金
沢
跡
務

さ
ん
、
書
記
長
に
安
部
孝
二
さ

ん
ほ
か
の
役
員
が
承
認
さ
れ

た
。ま

た
、
表
彰
推
薦
で
は
、
長

い
間
社
保
対
部
長
を
勤
め
ら
れ

た
峰
岸
弘
さ
ん
、
主
婦
の
会
か

ら
分
会
財
政
部
長
を
縁
の
下
で

支
え
続
け
ら
れ
た
佐
野
好
子
さ

ん
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
た
。

北
浅
分
会
　
佐
久
間
　
博

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合

第
66
回
定
期
大
会

今
回
本
部
の
定
期
大
会

に
、
赤
塚
常
任
の
代
理
で
、

は
じ
め
て
出
席
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

定
期
大
会
は
通
常
の
議
事

運
営
に
て
進
行
い
た
し
ま
し

が
一
生
懸
命
東
京
土
建
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
活
動
し
て
い

る
事
で
す
。

私
も
少
し
で
も
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
葉
分
会
　
井
上
　
晃

事
で
す
。

今
回
、
定
期

大
会
に
参
加
し

て
、
感
じ
た
こ

と
は
、
各
支
部

の
組
合
員
さ
ん

三
支
部
よ
り
活
動
報
告
が

あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
最
も

記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

足
立
支
部
が
色
々
な
活
動
を

し
、
も
う
す
ぐ
公
契
約
条
例

が
制
定
さ
れ
そ
う
だ
と
い
う

た
。
そ
の
後
、

分
散
会
に
移
り

十
余
名
の
各
支

部
の
組
合
員
さ

ん
と
の
討
議
の

場
に
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
支
部
同
士
の
合

併
再
編
の
話
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。私

の
分
会
も
最
近
三
つ
の

と
な
の
で
、
支
部
同
士
で
は
も

っ
と
複
雑
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

翌
日
は
午
前
中
、
労
働
対
策

部
の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

分
会
が
合
併
し
て
三
葉
分
会
に

な
っ
た
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

他
の
支
部
で
も
や
は
り
分
会

再
編
は
大
変
な
作
業
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

分
会
同
士
で
さ
え
大
変
な
こ

清
里
分
会
総
会

北
浅
分
会
総
会

滝
山
分
会
総
会

青
空
分
会
総
会

2013年度 支部日曜健康診断について
第１回：5月26日（日）清瀬小学校体育館　5/13締切
第２回：6月16日（日）東久留米わくわく健康プラザ体育館

（定員230名まで）
第３回：7月21日（日）清瀬診療所（定員50名まで）

詳細は例年通り申込書にて

けんせつ
清 瀬 久 留 米
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猫
ピ
ン
チ
と
は
、
物
干
し
ざ

お
用
の
、
洗
濯
バ
サ
ミ
を
綿
、

布
で
、
お
お
っ
た
可
愛
ら
し
い

物
で
す
。

竹
丘
地
域
セ
ン
タ
ー
に
て
3

月
31
日
、
木
田
書
記
を
先
生

に
、
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
7
人
、
男

性
も
2
人
加
わ
り
、
10
人
の
参

加
で
猫
ピ
ン
チ
制
作
を
行
い
ま

し
た
。

針
に
糸
が
通
ら
な
い
と
言
い

な
が
ら
も
、
さ
す
が
ベ
テ
ラ
ン

主
婦
。
速
い
人
は
40
分
位
で
出

支
部
主
婦
の
会
総
会

明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く

公
契
約
法
の
早
期
制
定
を

３
・
13
重
税
反
対
集
会

消
費
税
増
税
は
許
さ
な
い

3・24
第
42
回
総
会
で
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
柳
本
留
美
子
で

す
。3

月
24
日
に
開
か
れ
た
主
婦

の
会
総
会
で
は
、
鈴
木
安
夫
氏

を
講
師
に
迎
え
て
、
『
震
災
を

考
え
る
』
と
題
し
て
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

い
る
経
験
談
と
、
被
災
地
の
現

状
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
報
告

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

学
習
会
後
は
お
昼
御
飯
で

す
。
前
日
か
ら
キ
ノ
コ
類
や
、

来
上
が
り
ま
し
た
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
手

間
の
か
か
る
も
の
で
1
時
間
く

ら
い
か
か
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
出
来
上
が
っ

た
と
き
の
喜
び
は
大
き
く
、
笑

顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

黙
々
と
作
る
人
、
ぺ
ち
ゃ
く

ち
ゃ
会
話
し
な
が
ら
作
る
人
。

そ
れ
ぞ
れ
夢
中
に
な
っ
て
作
っ

て
い
ま
し
た
。

普
段
参
加
さ
れ
な
い
方
も
参

加
さ
れ
、
二
個
目
に
挑
戦
し
な

山
菜
を
き
ざ
ん
で
早
朝
か
ら
用

意
し
た
汁
物
、
そ
し
て
ま
だ
ま

だ
旬
の
苺
と
お
弁
当
で
す
。

主
婦
の
会
だ
か
ら
こ
そ
!!
手

作
り
を
加
え
て
と
て
も
豪
華
な

昼
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
を
終
え
、
本
題
の
総
会

で
は
、
昨
年
度
の
活
動
報
告
・

決
算
、
今
年
度
の
活
動
方
針
・

予
算
、
そ
し
て
新
役
員
を
提
案

し
、
す
べ
て
の
提
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
は
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
様
々
な
行
事
等
で
は
一
人

が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
に
加
わ
り

楽
し
そ
う
に
猫
ピ
ン
チ
づ
く
り

を
し
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
早
く
も
、
次
回
主
婦
の
会
の

企
画
を
話
し
合
い
、
解
散
し
ま

し
た
。

さ
て
、
次
は
何
で
し
ょ
う
？

松
竹
分
会
　
阿
部
　
史
夫

対
集
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
集
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

『
「
消
費
税
増
税
は
許
さ
な

い
」
「
納
税
者
の
権
利
を
守

れ
」
の
国
民
世
論
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。
』
と
締
め
く
く
り
、
決

議
案
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
集
団
申
告
の
た

め
風
の
強
い
中
、
東
村
山
税
務

署
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

滝
山
分
会
　
山
岸
　
妙
子

で
は
な
く
、
役
員
並
び
に
多
く

の
主
婦
会
の
仲
間
で
あ
る
皆
様

の
協
力
を
得
て
、
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
見
え
、
無
口
で
口
下
手
が

多
い
」
と
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
「
意
に
反
す
る
と
頑
固

者
」
が
多
い
。
雪
深
く
、
貧

し
さ
耐
え
る
「
お
し
ん
」
の

貧
し
い
生
活
に
慣
れ
て
い

る
の
で
今
の
生
活
も
苦
に
な

ら
な
い
が
、
都
会
の
生
活
は

大
変
で
す
ね
。

清
里
分
会
　
鈴
木
　
勝
雄

心
境
で
、
「
飢
え
を
し
の

ぐ
」
た
め
、
口
減
ら
し
奉
公

が
多
い
土
地
柄
、
無
駄
口
も

聞
け
な
い
環
境
に
育
っ
た
せ

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

手
県
寄
り
の
南
部
地
方

で
す
。
3
・
11
東
日
本

大
震
災
で
は
、
八
戸
港

の
被
害
が
大
き
か
っ
た

が
、
実
家
は
無
事
で
し

た
。私

の
幼
少
期
は
雪
が

多
く
、
雪
か
き
が
日
課

で
、
家
の
中
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
で
し
た
。
今

は
雪
が
少
な
く
な
っ
た

そ
う
。

東
北
人
は
「
辛
抱
強

く
、
素
朴
で
、
穏
や
か

中
学
で
は
、
日
の
丸
弁

当
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
置

い
て
温
め
る
と
、
一
緒
に

入
っ
て
い
る
沢
庵
の
匂
い

が
た
ま
ら
な
か
っ
た
で

す
。牛

乳
や
コ
ッ
ペ
パ
ン
も

用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
お

金
が
な
い
の
で
、
指
を
く

わ
え
て
我
慢
し
て
い
ま
し

た
。学

用
品
や
学
生
服
も
近

所
の
先
輩
た
ち
の
御
下
が

り
で
通
い
ま
し
た
。

湧
水

生まれは八戸

私
の
生
ま
れ
は
青
森
県
八

戸
。
太
平
洋
側
に
面
し
て
岩

ま
た
諸
活
動
の
中
で
は
、
家

庭
を
忘
れ
ず
、
ダ
ン
ナ
様
を
忘

れ
ず
、
出
来
る
時
、
ま
た
、
参

加
で
き
る
時
に
一
緒
に
活
動
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
若
い
方
も
大
歓
迎
で

す
。私

達
主
婦
も
、
家
庭
、
仕

事
、
平
和
を
守
る
た
め
に
、
組

合
員
さ
ん
の
手
助
け
に
な
れ
る

よ
う
、
縁
の
下
の
力
と
な
り

『
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ

く
』
を
合
言
葉
に
清
瀬
久
留
米

支
部
の
主
婦
の
会
会
長
と
し

て
、
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
御
協
力
の
程
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

主
婦
の
会
会
長
　

柳
本
　
留
美
子

主
催
者
の
挨
拶
の
後
、
各
政

党
（
７
党
）
の
挨
拶
。
次
い
で

勝
野
書
記
長
の
基
調
講
演
＝
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
回

復
、
震
災
バ
ブ
ル
と
の
声
も
あ

る
が
、
実
情
は
、
元
請
の
ダ
ン

ピ
ン
グ
 受
注
の
シ
ワ
寄
せ
が

末
端
の
一
人
親
方
の
と
こ
ろ
に

き
て
お
り
、
生
活
の
困
窮
か

ら
、
職
人
・
後
継
者
不
足
、
地

域
の
崩
壊
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

き
て
い
る
。

こ
の
改
善
に
は
、
仕
事
の
適

ャ
ン
ス
＝
が
あ
り
。
賃
金
単
価

の
引
上
げ
、
公
共
工
事
の
地
元

業
者
受
注
、
 公
契
約
法
の
早

期
制
定
を
柱
と
し
た
集
会
決
議

を
採
択
。

散
会
後
、
13
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
衆
参
議
員
会
館
の
国
会

議
員
に
要
請
活
動
。
清
瀬
久
留

米
支
部
は
、
民
主
党
の
蓮
舫

（
留
守
・
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の

み
）
、
大
河
原
雅
子
（
秘
書
対

応
）
議
員
に
要
請
書
を
提
出
。

北
浅
分
会
　
佐
久
間
　
博

去
る
3
月
27
日
、

千
代
田
区
平
河
町
の

砂
防
会
館
で
開
か
れ

た
集
会
に
は
、
全
国

か
ら
6
6
6
人
（
清

瀬
久
留
米
支
部
か
ら

は
７
人
）
が
参
集
。

性
配
分
、
何
よ
り
も
賃
金
の

下
支
え
、
公
契
約
法
の
制
定

こ
そ
急
務
。
社
会
が
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
今
こ
そ
が
チ

東
村
山
税
務
署
管
内
の
東
京

土
建
・
民
主
商
工
会
で
構
成
す

る
「
税
制
民
主
化
連
絡
会
」
が

主
催
す
る
「
3
・
13
重
税
反
対

全
国
統
一
行
動
東
村
山
地
区
総

決
起
集
会
」
を
東
村
山
中
央
公

民
館
で
総
勢
3
5
0
人
を
越
え

る
仲
間
が
集
合
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
支
部
か
ら
議
長
に
松

竹
分
会
の
小
田
澤
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
挨
拶
で
は
、

「
本
日
は
日
本
全
国
で
重
税
反

猫
ピ
ン
チ
づ
く
り

松
竹
分
会
主
婦
の
会

竹
丘
地
域
セ
ン
タ
ー


